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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 995 5.0 30 14.1 60 7.9 47 △43.0

2024年３月期第１四半期 947 2.2 26 △11.6 55 △13.3 82 58.2

（注）包括利益 2025年３月期第１四半期 86百万円（△18.8％） 2024年３月期第１四半期 106百万円（-％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第１四半期 27.44 -

2024年３月期第１四半期 48.10 -

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第１四半期 3,919 2,305 58.8

2024年３月期 3,819 2,261 59.2

（参考）自己資本 2025年３月期第１四半期 2,305百万円 2024年３月期 2,261百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 - 0.00 - 25.00 25.00

2025年３月期 -

2025年３月期（予想） 0.00 - 30.00 30.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 1,774 6.4 △106 - △83 - △93 - △53.94

通期 4,005 5.8 114 78.1 150 35.1 130 44.4 75.40

１．2025年３月期第１四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む）
2025年３月期１

Ｑ
1,804,471株 2024年３月期 1,804,471株

②  期末自己株式数
2025年３月期１

Ｑ
79,728株 2024年３月期 79,728株

③  期中平均株式数（四半期累計）
2025年３月期１

Ｑ
1,724,743株

2024年３月期１

Ｑ
1,724,903株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規　-社  （社名）、除外　-社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である判断す
る一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第1四半期連結累計期間における我が国経済は、円安に伴うコスト負担の増加や個人消費の落ち込みなどマイ

ナス要因が見られ、インバウンド需要につきましても新型コロナウィルス感染症問題からの回復基調が鈍化しま

した。一方で海外では、米国大統領選の行方や長期化するロシア・ウクライナ情勢など引き続き不透明な状況が

続いています。

小売業界におきましては、エネルギーコストの高止まりや消費財の値上げ等により、実質賃金が減少している

ことから、個人消費が低迷しています。

　このような環境の中、弊社のオーダースーツ販売は本年1月の価格見直しを実施したこと事により売上高は概ね

堅調に推移しました。

　以上の結果、当第1四半期連結累計期間の経営成績は、売上高９億95百万円（前年同四半期比5.0％増）となり

ました。販売費及び一般管理費は人件費の上昇等により５億16百万円（前年同四半期比3.9％増）となり経常利益

は60百万円（前年同四半期比7.9％増）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は47百万円（前

年同四半期比43.0％減）となりました。

　セグメントごとの業績は、次の通りです。

小売事業

　本年1月の価格見直しにより売上高は昨年度を上回り、損益面でも昨年度を上回ることができました。その結

果、売上は６億19百万円（前年同四半期比5.4％増）、営業利益48百万円（前年同四半期比48.4％増）となりまし

た。

卸売事業

　一部展示会の中止等ありましたが、概ね順調な受注環境となり、売上高は昨年度を上回り、損益面でも昨年度

から若干改善することができました。

　その結果、売上高２億８百万円（前年同四半期比8.3％増）、営業損失９百万円（前年同期は11百万円の営業損

失）となりました。

受託縫製事業

　売上高は昨年度を若干上回りましたが、受託業者間の競争が厳しく、損益面では昨年度を下回りました。その

結果、売上高１億67百万円（前年同四半期比0.1％増）、営業利益２百万円（前年同四半期比81.5％減）となりま

した。

（２）財政状態に関する説明

　当第１四半期連結会期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して１億円増加し、39億19百万円となりまし

た。

　資産の部では、流動資産が前連結会計年度末と比較して62百万円増加しました。これは現金及び預金並びに原

材料が前連結会計年度末と比較して増加したこと等によるものであります。

　固定資産は前連結会計年度末と比較して37百万円増加いたしました。これは主に投資有価証券の時価が増加し

たことによるものであります。

　負債の部では、前連結会計年度末と比較して56百万円増加し、16億13百万円となりました。これは、主に買掛

金等の増加によるものであります。

　純資産の部においては、親会社株主に帰属する四半期純利益47百万円を計上した一方で、剰余金の配当43百万

円を実施した結果、当第１四半期連結会計期間末の株主資本は、23億31百万円となりました。

また、その他有価証券評価差額金は39百万円の増加でありました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第１四半期までの業績につきましては、概ね計画どおり推移しております。2025年３月期の業績予想につき

ましては、2024年5月13日に公表いたしました連結業績予想に変更はございません。

　なお、この予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報を前提としております。実際の業績は今後様々

な要因により大きく異なる結果となる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,010,887 1,158,821

受取手形及び売掛金 419,300 318,282

商品及び製品 142,250 133,901

仕掛品 16,082 15,897

原材料 87,996 107,392

その他 64,687 69,640

貸倒引当金 △179 △163

流動資産合計 1,741,025 1,803,770

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 163,155 158,885

その他（純額） 184,211 188,760

有形固定資産合計 347,367 347,645

無形固定資産

その他 36,888 31,061

無形固定資産合計 36,888 31,061

投資その他の資産

投資有価証券 987,781 1,031,329

敷金及び保証金 556,705 556,359

繰延税金資産 13,136 12,417

その他 136,599 136,622

貸倒引当金 △493 －

投資その他の資産合計 1,693,730 1,736,728

固定資産合計 2,077,985 2,115,435

資産合計 3,819,011 3,919,206

負債の部

流動負債

買掛金 198,529 230,906

未払法人税等 17,023 6,401

その他 529,993 556,347

流動負債合計 745,546 793,655

固定負債

役員退職慰労引当金 124,204 125,971

退職給付に係る負債 438,139 438,992

資産除去債務 196,028 196,065

繰延税金負債 41,922 47,964

その他 11,494 11,260

固定負債合計 811,790 820,254

負債合計 1,557,336 1,613,909

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 2,188,805 2,188,805

利益剰余金 120,453 124,656

自己株式 △81,793 △81,793

株主資本合計 2,327,466 2,331,669

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △65,791 △26,372

その他の包括利益累計額合計 △65,791 △26,372

純資産合計 2,261,675 2,305,296

負債純資産合計 3,819,011 3,919,206

- 4 -

㈱銀座山形屋（8215）2025年3月期第1四半期決算短信〔日本基準〕（連結）



（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

売上高 947,951 995,779

売上原価 424,542 449,270

売上総利益 523,408 546,509

販売費及び一般管理費 496,877 516,237

営業利益 26,530 30,271

営業外収益

受取利息 17 16

受取配当金 27,674 27,260

雑収入 3,020 2,580

営業外収益合計 30,711 29,856

営業外費用

支払利息 822 11

雑損失 710 -

営業外費用合計 1,533 11

経常利益 55,709 60,116

特別利益

投資有価証券売却益 38,898 -

特別利益合計 38,898 -

特別損失

減損損失 1,591 -

特別損失合計 1,591 -

税金等調整前四半期純利益 93,016 60,116

法人税、住民税及び事業税 8,789 10,162

法人税等調整額 1,263 2,633

法人税等合計 10,052 12,795

四半期純利益 82,963 47,321

親会社株主に帰属する四半期純利益 82,963 47,321

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年６月30日)

四半期純利益 82,963 47,321

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 23,833 39,418

その他の包括利益合計 23,833 39,418

四半期包括利益 106,797 86,740

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 106,797 86,740

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記)

　（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号　2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首から適

用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。これによる前年四半期の四半期連結財務諸表及び前連結

会計年度の連結財務諸表に与える影響はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年６月30日）

減価償却費 14,397千円 14,520千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
小売事業 卸売事業

受託縫製
事業

売上高

外部顧客への売上高 587,968 192,115 166,937 947,021

セグメント間の内部売上高又は振替高 - - 333,799 333,799

計 587,968 192,115 500,737 1,280,820

セグメント利益又は損失(△) 32,364 △11,344 11,648 32,669

     （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 32,669

棚卸資産の調整額 1,501

その他の調整額 －

全社収益(注1.) 55,070

全社費用(注2.) △62,711

四半期連結損益計算書の営業利益 26,530

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2023年４月１日 至2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

　　　（注1.）全社収益は、主に当社におけるグループ会社からの経営指導料、不動産賃貸収入等であります。

　　　（注2.）全社費用は、主に当社におけるグループ管理に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　 該当事項はありません。

　　（のれんの金額の重要な変動）

　　　　該当事項はありません。

　　（重要な負ののれん発生益）

　　　　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計
小売事業 卸売事業

受託縫製
事業

売上高

外部顧客への売上高 619,725 208,065 167,058 994,849

セグメント間の内部売上高又は振替高 - - 354,596 354,596

計 619,725 208,065 521,654 1,349,445

セグメント利益又は損失(△) 48,040 △9,933 2,154 40,261

     （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 40,261

棚卸資産の調整額 1,699

その他の調整額 －

全社収益(注1.) 55,230

全社費用(注2.) △66,920

四半期連結損益計算書の営業利益 30,271

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2024年４月１日 至2024年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

　　　（注1.）全社収益は、主に当社におけるグループ会社からの経営指導料、不動産賃貸収入等であります。

　　　（注2.）全社費用は、主に当社におけるグループ管理に係る費用であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　（固定資産に係る重要な減損損失）

　 該当事項はありません。

　　（のれんの金額の重要な変動）

　　　　該当事項はありません。

　　（重要な負ののれん発生益）

　　　　該当事項はありません。
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